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CRISISデー タ利用申請書

l� I l訥H : 202 0 { I ·:、 9)l 1 7 | 1 

所属施設所在地： l罪馬県前橋i 1| i1;1）j介町3 8 9 - l 
韮設」げ名： 中野実
111請者： 河内咽

利JI l | l侶J ｛研究I:l [lりの場合[:t研究慨嗅に/）しヽても！記載）
新型コロナウイルスによる収症呼吸ィ＜全に対して体外式膜型人l9:Illli (Extracorporeal 
membrane oxygenation:以卜: ECMO)を月］しヽIご治療戦略はイ｝効なのかを検吋

利用 l
‘

、̂11請するデー タ項目・年·度（詳細は不要）
患者アウトカム、 出IiIL合｛｝詞li：心のデー タを含めたCRISIS全人カデー タを対象とする

研究概要

項H

解析テーマ名

記人欄

祈隈コロナウイルスによる！れ症呼吸不全

するECMO治療戦略の有効性の検討·

多施設後方視的硯察研究

備考

研究デザイン

概災 祈型コロナウイルスによる爪症呼吸イ＜全に対

して、 ECMOを施行する報内が散見されるが、

その有効牝をぷしている報内は少なしヽ。 ま

た、 COVID-19は凝I古l系に大きな影評があるこ

とが知られているが、 ECMO施行を行うことで

出llll合併症などのリスクかl爵大するかの報告

も少ない。
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CRISIS こ」しこ1‘;：砧＼召—

II?，こECMOを加しされこ筵［打



Comparison I ECMOを施行していない重症呼吸イ＜令患者 I I 
（比較対照） (Berlin走義で Severe/moderateARDSを満たす

人[呼吸器患者）のうち、臨）未Li「い嬰な背県

1人IIで PropensityScore Matchingを行い ECMO
I I肝ると背燐1火I(を凋整したj[,ECMO群を設定す ． 

I 
Outcome 砂＜：院内死亡率/28日以払］死亡率

（結呆）
之欠：出.1(11合併症 (ELSOの定義に準じる）、

人口l乎吸喘期間、 ICU/柑院滞在関JI廿l、退院時の

独歩率、自宅退院率、総朕甜費など

・データ利）IJ ,11請をffう前に(、:[USISテ:・ータ利用要領をよく読み、 i!l/ii!Jデータ 0)使川につ1,.- てヽit
禾IJJH如直を遵守してくにさし¥

・成呆恨告｛こ先立．って、 CRISIS臨床研究委員会が内容O)'j枠:rttを{J・し、ます` 審-¥'l:t(J) if翡果、科,!tt'lJ
妥渭『『:•'f,の面7J'らmu出があろど判j'IJiごれ，た場合に!L報；＼内容り）（I隻i[、+'lt'i占'0)11.l.りlご：｝を求
る場合があり［土

・研究1Jゞ］容に応じて、 湘前に各施成におしヽて倫到吼翠行委

十令｛而J哨審 ータ和）廿叶l晶打い迎 9,¥ 

となろごとがあり 1ミ
し、心

「RISTSデータれ]HJljl diりに友たって、 1, 科に叫叔し、内容くこ／八、` ごl,り約しごく し、
も

CRISISデータ利用者の誓約
私は ,,・i記の条文につ1,-Iて鷲約しヽたしtす，；、

l . テータを共和1-fiJ、「元行以外(})第、-行、糾織に戯渡、貸り，、まにはIJH;J、しなし、•一ーと，

2. Ljl, 北した I!的以外：こデータを川t¥; なし＼ごと

:J. 印心呆の応表にあ／こって；J: II ;4,: COVID-19対策 ECMOnetCl~I 叫 IS テータを川し、／こことをi!Ji 記

-··• タ(/)利用｛こ＇）しヽ ては利川 l し、うータ竹叫に／、）し、.ー：：（［閃係仏合を心へ『・)・る-
I ,, 

i 7 I 

iJ i ,,/1行｛！署） 乙四甕□—_,,_
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